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研 究 内 容 ●肺癌におけるドライバー遺伝子と細胞周期関連遺伝子を標的とした治療開発
�ドライバー遺伝子変異を伴う肺癌では分子標的治療が奏効するが、ほとんどの症例は約1年で治療
に耐性となる。原因の1つに、併存する遺伝子変化がシグナル伝達に与える影響がある。細胞周期
関連遺伝子の発現は分子標的治療における耐性の一因とされており、その機序や、これを克服す
るための治療開発が急務である(論文1-3)。

●肺癌における免疫チェックポイント分子の発現に関する研究
�免疫治療は進行非小細胞肺癌に対する治療の重要な一手となったが、バイオマーカーの同定には
難航している。肺癌切除標本及び臨床背景から得られるデータをもとに、免疫チェックポイント
分子発現のバイオマーカーに関する研究を行っている(論文4-6)。

●胸部悪性腫瘍に対する低侵襲手術の開発
�ロボット支援下手術は呼吸器外科領域においてもその巧緻性、低侵襲性で有用性が示されている。
開胸や胸腔鏡手術と同じ手順で行えるようなアプローチの工夫を行っている。

※関連リンク：https://researchmap.jp/osoegawa-ths
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